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28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。

補助

実績値

計画値

回

単位

達成度 ％

0

24

計画値

0.0

0
件

達成度 ％

実績値

0.0

計画値

達成度 ％

0.0

実績値

フルコスト（①＋②千円）

活
動
指
標

時 間 外 勤 務 （ 時 間 ）

地 方 債

密漁確認件数（大村湾内）

①

②

② 人 件 費 （ 千 円 ）

346No.

平成

農業水産課

18

75.0%

2424

20

0

25年度

②

監視船出船回数（大村湾内）
実績値

魅力ある農林水産業の振興

活力に満ちた産業のまち

040106

嘱 託 等 人 数 （ 人 ）

指 標 名 （ 上 段 ： 名 称 / 下 段 ： 算 定 式 等 ）

①

達成度

事 務 事 業 名

基 本 目 標

政 策 266下玉利　輝幸

作 成 日

内線

密漁取締連携推進事業
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大村湾海域漁場監視連絡協議会が実施する密漁防止のための漁場監視活動の経費について、大村湾周辺自
治体の負担金により実施される。
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ナマコの密漁による資源量の減少を防ぎ、地元漁業者の収入の安定を図る。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

  大村湾海域漁場監視連絡協議会が事業を実施しており、必要最小限の体制で行われている。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取
組をしましたか（昨年度の
【ACTION】の改善・改革の進捗等）

ナマコ漁期の１１月～１月に大村湾を３ブロックに分けて監視が行われている。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

防止、抑止効果が出ているため現状維持とする。

効果
事業の改善・改革によって期待さ
れる効果は何か

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

 大村湾海域漁場監視連絡協議会規程による協議会構成員負担割合が決められており、見直しの余地はない。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

　漁業者自らが監視活動を行うことにより抑止効果が高く、さらに、県や警察の取締りを補い、連携することにより、密漁の発見・
検挙の確率も高くなる。ここ数年は、監視中の密漁の確認もなく、成果が現れている。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

  密漁は水産資源を無視した悪質な行為であり、密漁防止の取り組みは資源管理への貢献度は高い。

やや低い

該当なし

高い やや高い 低い

低い

  大村湾周辺の官民一体で取り組んでいることから、市の関与は必要である。

該当なし

低い 該当なし

　ナマコは、大村湾の主要な漁獲物であり、漁業経営の安定と消費者への安定供給のため必要である。

低い 該当なし

No.2


